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と して 日本歯科医師会 では 「8020」を展開 し,
1993年に は80歳にお ける20本の歯 牙保 有率 は
12%程度で あったが,2005年には21%を超 え,
歯科医師会会員の努力と患者 さんの意識改革によ
り,ほぼ2倍 に近い率にまで増加 させ る結果を出
している(図2)。






















は,既 に埋入 されたインプラントを利用 して可撤




























でない時 には,義 歯 沈下 による影響 が鉤歯 にダイ
レク トに掛 か って しまい鉤歯 の早期脱落 に繋 がる
可能性 があ る。
　 1.ケ ー ス ス タ デ ィ ー:IPOD(lmplant
　　 Partial　Over　Denture)






図5　 1PODによ り,力 の コ ン トロ ール は改 善 され,炎 症 の コ ン トロー ル も よ り行 い やす くな った。
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に繋がる可能性がある。 しかし,フ ィクス ドイン
プラン ト治療 においては,歯 周病への罹患の可能
性が排除 しきれないために,義 歯床粘膜に沈下を
防止するためにフィクスチャーを埋入 し,か つ,
そのアバ ッ トメントに対 して装着 されるフィメー
ルを義歯床内に装着させるようにし,清掃時には
義歯を口腔外に取 り外 して行 うようにする。 この
ことにより,義歯装着後の咀嚼能率 を低下 させ る























56 奥 羽 大 歯 学 誌
どが発生 し不快症状に繋がるケースが多いと思わ
れる。





か らない床辺縁形態に仕上 げるような印象採得 を
心がけ,か つ人工歯の排列時においてはニュー ト
ラルゾーンに排列 して(図7,8),咀嚼時に義歯
が転覆 しないように している(図9)。 そ して咬
合のスター ト地点であるCR/COを 的確に定め
た後に,偏 心咬合時(特 に側方運動時)に おいて
は,作 業側の側方歯群により側方ガイ ドを受けと
めさせ,か つ平衡側最後方臼歯のみにバランシン
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